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例の l才 3月より 9才例を検討した。 
② 随伴症状は腹痛 32例， 発熱 19，軟下痢便 15等
で，月別では 11月より 4月まで 71例， 5月より 10月ま
で6例であった。
③初診時血糖値は 24""146 mgjdlの広いバラツキ
を見せ，低血糖例 33%，高血糖例 20%で Aceton陽性
度の強いほどバラツキが強かった。第 2病日では高血糖
を示した例は大部分 Acetonおよび血糖の正常化をき
たし， 症状の回復しない例は Aceton陽性で低血糖の
傾向を示した。 3才以下では低血糖および Aceton増強
の傾向が見られ， 3"" 6才では高低血糖のバラツキが見
られ， 6才以上では少なかった。 
④ 8才 4月男児の「ァ」血症性幅吐をきたす症例で
糖負荷試験で軽度障害， Leucin負荷で低血糖 Aceton
尿をきたした症例を報告した。
質問 中島博徳(千葉大)
低血糖が recurrent(ketogenic) vomitingの誘因に
なる可能性を指摘されたことに賛成です。しかしこの場
合 vomitingを繰返すはずと思いますがその点いかがで
しょうか。
解答 斎藤三夫(葛飾日赤)
中島助教授の質問に対する回答 
① 二回以上の発症をきたした例は 9例で，各発症時
の血糖値は高低いろいろで一定の傾向が見られなかっ
た。
② Leucin過敏性と思われる症例は定型的の Perio-
dic vomitingの症状を呈し， Tonsillerktomieの前日
にも発症した。
33. 小児縦隔腫蕩治験例
神田勝夫，春川章次，川野元茂
唐木清一(君津中央病院〉
縦隔腫蕩は従来考えられていたほどまれな疾患ではな
く，ことに最近急激に症例報告が増加している。われわ
れは最近 2例を経験したので報告する。
第 l例， 12才男児。昭和 38年学校検診で発見される
も無症状のため放置。更に 40年の検診で当院紹介さる。
一般検査に異常なく， レ線所見で右肺尖部に超手挙大
の腫癌状陰影を認め，諸検査の結果後上部縦隔の良性腫
蕩と診断，手術施行する。
手術所見は Paraverte bralの Sympathicusnerven 
より出た Ganglioneuromであり， その位置から将来 
vena caval syndromの原因となることを示唆した。
術後経過は順調で全治退院した。
第 2例， 8才女児。何ら愁訴なく，学校検診で右肺門
部腫癌状陰影指摘さる。気管支造影にて右下行枝に圧迫
狭窄を認め，手術の適応なるも，無症状の理由で手術施
行できず。
最近では本症に対して積極的に手術が行なわれ，好成
績が得られている。 
34. 	 白血病化したリンパ肉腫のー剖験例
吉松彰(都立墨東病院小児科)
浦野順文(都立墨東病院検査科) 
4才 7カ月のリンパ肉腫の男児。前額部に発生後約 l
年にて切除，その後放射線療法を行ない， 6カ月後白血
病化した。ステロイド大量療法を行なったが白血病化後 
3カ月で死亡した。剖検で，全身に白血病細胞と出血が
見られた。肝に中毒性肝炎の像があった。
質問 四家正一郎〈東邦大大橋)
本症は始めから TumorbildendeLeukamie (myel-
oische Leukamie)ではなかったかという疑問を感じさ
せるが，病理所見においてその点いかがですか。
解答 吉松彰(墨東病院)
病理診断は1.腫癌切除的にはリンパ肉腫， 2.剖験時
には lymphaticLeucemiaと考えられるとのことでし 
fこ。 
35. Buccal Smearについて
首村紀夫(千葉大) 
人体細胞核中にみられる性染色質を BuccalSmear 
(頬粘膜細胞塗沫標本)に CresylechtViolet染色を施
した 73名の者につき検索した。対象を心身発育正常者 
と異常者に区別して男女にわけ更に心身発育正常者につ
いてはそれぞれ0 1才， 1"" 6才， 6才以上，成人の"，， 
4項にわけ性染色質出現頻度を検した。正常発育男子の
平均は 0.04%，女性は 33.9%でありそれぞれ年令的な有
意差は認められなかった。心身発育異常者については 
Klinefelter症候群の者がいたがそれ以外の者について
は正常発育者の性染色質出現頻度と特別な差異は男女と
もに認められなかった。本検査は性別の決定，性染色体
異常のスクリーニング検査として簡便で時間も要せず 
routineの検査として日常行なわれるべきものと考えら
れる。 
36. Intrauterine Dwαrfism 
信川jレミ(千葉大) 
Intrauterine Dwarfism とは，子宮内での何らかの
障害，または Geneticな原因により， 胎児期にすでに
発育障害が起こり，満期産であるにかかわらず生下時体
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重が少なく， その後も Dwarfismの状態が続くもので
あり，小人症を出生前にまでさかのぼって考えるもので
ある。
最近経験した 3例の 1ntrauterineDwarfismを報告
した。 3例共に在胎 39週以上，生下時体重 2170g以下，
乳児期より身体発育は遅れ，現在身長，体重共に -3σ以
下であった。 2例に血縁関係を，母の妊娠中の異常を 2
例に認めた。また全例に何らかの奇型の合併をみた。
ここで，当科内分泌外来の下垂体小人症，狭義の原発
性小人症例では， 生下時体重はすべて 2500 g以上，小
人症の発現は 3才以後であった。故に，これら小人症例
を充分に検討することで，小児の成長，成長ホJレモンの
役割等の未解決の問題へのいと口になるものと考えられ
る。 
38. 重症心身障害児の内分泌機能 
0成瀬孟，堀口東司，中田益允
村田充範，中島博徳(千葉大)
重症心身障害児の内分泌機能検索の報告は，従来少な
い。われわれは，教室の 3H-predonisoloneresin摂取
率による血中 Corticoidsの間接測定法を用いて，血中 
Corticoidsの Basallevel，日内変動， ACTH試験，デ
キサメサゾン ACTH抑制試験， L ysine-8-Vasopressin 
試験など下垂体副腎皮質機能，およびトリオソ jレブによ
る甲状腺機能検査を行なった。その結果，これら心身障
害児で血中 Corticoidsの Basallevelは低値を示すも
が多いこと，日内変動 (4例に施行〉が乱れを示すこと
を見い出し，その他の機能検査は正常で、あったので， 
ACTH分泌を調節する上位枢中枢の障害を推定した。
本症児のみならず各種中枢神経系疾患の検索報告からも
同様の推定がなされる。 なお， 血中 Thyroxinelevel 
は全例正常であった。 
39. 小児の埠性甲状腺炎 
0藤森宗徳，加藤元一，新美仁男
中島博徳(千葉大)
慢性甲状腺炎は中年の婦人に多い疾患として知られ，
小児における報告は少なく， 本邦では 18才未満の報告
さえないのが現状である。われわれは教室の内分泌外来
の 18才以下の機能正常な甲状腺腫患者 70名について検
索し， 21名の患者を見出した。 1例を除き全例女性で，
初発年令は1O，.._.14才に最も多く，最少年令は 5才であ
った。
針生検によって組織学的に診断されたものは 12例で，
その組織像はリンパ系細胞の浸潤が主体で，それに種々
の程度の鴻胞上皮細胞の変性，脱落，増殖，間質の線維
化があり，多彩な変化を示していた。
血中の Thyroglobulin抗体は沈降反応， タンニン酸
処理赤血球凝集反応，ラテックス凝集反応によって検索
され，慢性甲状腺炎患者でそれぞれ 5.5%，77.7%，68.8 
%の陽性率を示したが，他の甲状腺疾患でも陽性が見ら
れた。
臨床的には甲状腺腫は一部硬く触れるものが多く，半
数は腺葉が左右不同であった。また甲状腺剤が効かず，
副腎ステロイドが著効を示し，全例腺腫は縮少または消
失した。
いわゆる思春期性甲状腺腫と呼ばれるもののほかに高
率に慢性甲状腺炎が存在し，その診断には針生検，抗体
の証明とともに臨床的症状が有用で、あることを知った。
質問 吉田亮(千葉大)
①慢性甲状腺炎の患者例の家族歴で， 関節リウマ
チ， リウマチ熱， SLE， 高 Tー グロプリン血症等の疾患
のみられる頻度はでうでしょうか。 
② 他の組織，特に腎等に特徴的な病理変化があるで
しょうか。 
③ 動物実験で，慢性甲状腺炎をつくる方法をおきき
したい。
解答 藤森宗徳(千葉大) 
1) 家族歴ではリウマチ性関節炎その他の疾患はあり
ませんでした。ただリウマチ性関節炎では TAー テスト
陽性を示すことがあると報告されておりますが，これは
手技上の問題と考えます。また慢性甲状腺炎患者の家族
にはかなりの頻度で同疾患があることは報告されてお
り，われわれも同胞例，母娘症例を経験しております。 
2) サイログロプリン抗体によって他蔵器に異常が生
じるとは考えられません。また症例中に腎疾患等はあり
ませんでした。 
3) 自己免疫疾患の判定基準からも，動物に実験的甲
状腺炎は起こすことができます。 
40. 小児甲状腺機能充進症の治療成績

藤森宗徳，堀口東司，倉持正昭

新美仁男，中島博徳(千葉大)

小児の甲状腺機能尤進症は成人と比べ少なく十分解明
されていない。特に治療法は困難であり外科的療法， 
1311療法，薬剤療法のいずれも一長一短である。小児で
は甲状腺ホルモン需要と関連して甲状腺機能低下症の発
現が最も問題であるので治療法は成人と異なり薬剤療法
が主であるが，この長期観察とし得た成績はない。今回
教室の長期観察をし得た 8例についての治療成績を報告
